
 阿南市臨海部である那賀川・桑野川の河口部では、南海トラフを震源とする
巨大地震等で発生が予想される浸水被害の軽減を目的として、堤防の嵩上
げ等地震・津波対策を実施｡

 阿南市の主要な工業地であるこの臨海部（富岡地区）では、世界生産の約20
％（世界一）を占める発光ダイオード（高輝度）や関連製品などを生産。

 富岡地区では対策前後で従業者数が堅調に推移しており、地震対策による
浸水リスクの低減により、地域の企業活動を支えている。
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※出典：阿南市
※従業者30人以上の事業所を対象に計上

対策完成区間

え：主な工場立地


